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第
十
四
条
第
六
項
中
「
承
認
」
の
下
に「（
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
（
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
条
件
及
び
期
限
を
付
し
た
も
の
を
除
く
。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加

え
、「
同
項
後
段
に
」
を
「
第
三
項
後
段
に
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
並
び
に
前
条
第
二
項
」
を「
、
第
十
四
条
の
二
第
二
項
並
び
に
前
条
第
二
項（
次

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を「
第
十
四
条
の
二
第
二
項
」

に
改
め
、
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
前
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
と
き
は
」
を
「
と

き
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
」
に
、「
又
は
届
出
の
状
況
」
を
「
、
届
出
の
状
況
又
は
報
告

を
受
け
た
旨
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

厚
生
労
働
大
臣
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
審
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
同
項
の
政
令
で
定

め
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
機
構
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
の
二
の
二
を
第
十
四
条
の
二
の
三
と
し
、
第
十
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
緊
急
承
認
）

第
十
四
条
の
二
の
二

第
十
四
条
の
承
認
の
申
請
者
が
製
造
販
売
を
し
よ
う
と
す
る
物
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
医
薬
品
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
同
条
第
二
項
（
第
三

号
ハ
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
六
項
、
第
七
項
及
び
第
十
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審

議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
そ
の
適
正
な
使
用
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
条
件
及
び
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
期

限
を
付
し
て
そ
の
品
目
に
係
る
同
条
の
承
認
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
ま
ん
延
そ
の
他
の
健
康
被
害
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
医
薬
品
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
医
薬
品
の
使
用
以
外

に
適
当
な
方
法
が
な
い
こ
と
。

二

申
請
に
係
る
効
能
又
は
効
果
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

申
請
に
係
る
効
能
又
は
効
果
に
比
し
て
著
し
く
有
害
な
作
用
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
医
薬
品
と
し
て
使
用
価

値
が
な
い
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
第
十
四
条
の
承
認
に
係
る
医
薬
品
の
特
性
そ
の
他
を
勘
案
し
て
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
品
目
に
係
る
同
条
第
三
項
前
段
に
規
定
す
る
資
料
が
同
項
後
段
の
規
定
に
適
合

す
る
か
ど
う
か
又
は
当
該
医
薬
品
の
製
造
所
に
お
け
る
製
造
管
理
若
し
く
は
品
質
管
理
の
方
法
が
同
条
第
二
項
第

四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
書
面
に
よ
る
調
査
又

は
実
地
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
の
承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
当
該
調
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
五
項
の
申
請
に
係
る
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
適
正
に
行
う
た

め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
第
一
項
の
期
限
を
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
及
び
期
限
を
付
し
た
第
十
四
条
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、当
該
医
薬
品
の
使
用
の
成
績
に
関
す
る
調
査
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
及
び
期
限
を
付
し
た
第
十
四
条
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
品
目
に
つ
い
て
、

当
該
承
認
の
期
限
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
後
の
も
の
）
内
に
、
改
め
て

同
条
の
承
認
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
そ
の
他
の
」
と
あ
る
の
は
、「
そ
の
医
薬
品
の
使
用
成
績
に
関
す

る
資
料
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
」
と
す
る
。

６

前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
期
限
内
に
そ
の
申
請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い

と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
及
び
期
限
を
付
し
た
第
十
四
条
の
承
認
は
、
当
該
期
限
の
到
来
後
も
そ
の

処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
十
四
条
の
三
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
十
四
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
第
十
四
条
の
承
認
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
第
十
四
条
の
承
認
」
の
下
に「（
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
及

び
期
限
を
付
し
た
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
四
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
第

一
号
中
「
既
に
第
十
四
条
又
は
第
十
九
条
の
二
の
承
認
」
を
「
既
に
第
十
四
条
の
承
認
又
は
第
十
九
条
の
二
の
承
認

（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
及
び
期
限
を
付
し
た
も
の
を

除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
同
項
第
二
号
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に「
の
承
認
」

を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
五
第
一
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
（
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三（
第
四
項
及
び
第
五
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
七
第
一
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
（
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三（
第
四
項
及
び
第
五
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
七
の
二
第
八
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、

同
条
第
九
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三
第
二
項
」
に
、「
第
五
項
及
び
第
六
項
」

を
「
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三

第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
十
第
一
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
五
項
中
「
並
び
に
第
十
四
条
の
二
の
二
」
を
「
、
第
十
四
条
の
二
の
二
並
び
に
第
十
四
条
の
二

の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
三
第
二
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
前
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
二
の
二
第
二
項
」
と
、「
第
十
四
条
の
承
認
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
の
二
の
承
認
」

と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
中
「
承
認
を
」
を
「
承
認
（
第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二
第
一
項
（
第
二
十
三

条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
条
件
及
び
期
限
を
付
し
た
も
の
を
除

く
。）を
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
緊
急
承
認
）

第
二
十
三
条
の
二
の
六
の
二

第
二
十
三
条
の
二
の
五
の
承
認
の
申
請
者
が
製
造
販
売
を
し
よ
う
と
す
る
物
が
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
同
条
第
二
項
（
第
三
号
ハ
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
六
項
、
第
七
項
、
第
九
項
及

び
第
十
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
そ
の
適
正
な
使
用
の
確
保

の
た
め
に
必
要
な
条
件
及
び
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
期
限
を
付
し
て
そ
の
品
目
に
係
る
同
条
の
承
認
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
ま
ん
延
そ
の
他
の
健
康
被
害
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
で
あ
り
、か
つ
、

当
該
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
使
用
以
外
に
適
当
な
方
法
が
な
い
こ
と
。

二

申
請
に
係
る
効
果
又
は
性
能
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

医
療
機
器
に
あ
つ
て
は
、
申
請
に
係
る
効
果
又
は
性
能
に
比
し
て
著
し
く
有
害
な
作
用
を
有
す
る
こ
と
に
よ

り
医
療
機
器
と
し
て
使
用
価
値
が
な
い
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
第
二
十
三
条
の
二
の
五
の
承
認
に
係
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用

医
薬
品
の
特
性
そ
の
他
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
品
目
に
係
る
同
条
第
三
項
前
段
に
規

定
す
る
資
料
が
同
項
後
段
の
規
定
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
又
は
当
該
医
療
機
器
若
し
く
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の

製
造
管
理
若
し
く
は
品
質
管
理
の
方
法
が
同
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適

合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
書
面
に
よ
る
調
査
又
は
実
地
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
の
承
認
を
受

け
た
者
は
、
当
該
調
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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